
R8 年 4 ⽉ 1 ⽇

＜活動内容＞ ＜活動の様⼦＞

＜⽬的＞

＜成果＞
■実施した結果
利⽤者が作業⼿順を理解し、指⽰に基づいて安定した作業が⾏えるようになった。
■得られた成果
・数量確認や仕上がり確認の意識が向上した
・作業ミスの減少が⾒られた
・継続的な作業により、集中⼒の向上が⾒られた
■課題点
・作業スピードと正確性の両⽴
・個々の特性に応じた作業⼯程の調整

■連携した結果に対する意⾒または評価
就労先からは「丁寧に作業が⾏われており、品質⾯でも問題なく対応できている」との評価をいただいている。また、今後も継続的な作業依頼が⾒込まれている。
■今後の連携強化に向けた課題
・作業精度のさらなる向上
・安定した作業体制の構築
・継続的な受注に向けた信頼関係の強化

利⽤者からの意⾒・評価

■参加した利⽤者からの意⾒・評価
「最初は難しかったが、慣れてくるとスムーズに作業できるようになった」
「⾃分が関わったものが商品になることにやりがいを感じた」
「数量を間違えないように意識して取り組めた」

住 所 千葉県市川市平⽥2丁⽬4-27 管理者名 飯沼 奈々

連携先の企業や事業所等の意⾒または評価

電話番号 03-6807-7033 対象年度 R7年度

利⽤者の知識・能⼒向上に係る実施概要

連携先企業（担当者） 株式会社リーヴオン 箕輪様

施設外就労先（倉庫内作業場）
■実施⽇程
令和８年3⽉6⽇
■実施した利⽤者の知識・能⼒向上に係る実施の概要
施設外就労先において、お菓⼦の袋詰め作業を実施した。
作業は、衛⽣管理を徹底した上で、商品確認、規定数量での袋詰め、封⼊、検品までの⼀連の⼯程に基づき
⾏った。
各⼯程において職員が確認および指導を⾏い、正確性および作業理解の向上を図った。
■利⽤者数 等
利⽤者 3名

■利⽤者の知識・能⼒向上に係る実施のねらい
施設外就労を通じて、実際の作業環境における実践的な経験を積むことで、作業⼿順の理解、正確性、集中
⼒等の向上を図るとともに、就労に必要な基礎的能⼒の習得を⽬的とする。
■利⽤者にとってのメリット
・実際の作業⼯程を経験することで、就労に対する理解が深まる
・数量確認や検品作業を通じて、注意⼒および正確性の向上につながる
・継続的な作業により、集中⼒および作業スピードの向上が期待できる

就労継続⽀援Ａ型事業所における利⽤者の知識・能⼒向上に係る実施状況報告書

事業所名 PLAY 事業所番号 1212702383

様式２


